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卒
業
生
保
護
者
の
会

会
長
　
渡 

辺
　
睦 

翁

「
卒
業
生
保
護
者
の
会
」
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

理
事
長
　
学
長

川 

原
　
俊 

明

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

２
０
１
６
年
度
か
ら
２
０
１
８
年

度
ま
で
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

渡
辺
で
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
に
は
大
学
創
立
50
周

年
、
２
０
１
８
年
に
は
学
院
創
立

１
３
０
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と

し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
新

キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
に
、
本
会
か
ら
も

防
火
防
災
設
備
・
備
品
設
置
等
で
協

力
い
た
し
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
変

革
の
時
に
、
卒
業
生
保
護
者
の
会
会

長
と
し
て
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
は
、
１
９
７
０
年
春
、
大
学

で
、
第
１
回
の
卒
業
生
が
社
会
に
巣

立
つ
に
当
た
り
ま
し
て
、「
追
手
門

学
院
大
学
卒
業
生
父
母
の
会
」
と
し

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
０
７
年
６
月
16
日
に
開
催
し
ま

し
た
総
会
に
て
「
父
母
の
会
」
改
め

「
保
護
者
の
会
」
と
す
る
呼
称
変
更

が
承
認
さ
れ
、「
追
手
門
学
院
大
学

卒
業
生
保
護
者
の
会
」と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
会
の
た
め
、
全
て
の
会

員
の
皆
様
と
ご
連
絡
を
取
り
続
け
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
り
、
郵
送

費
は
年
々
増
加
、
本
会
単
独
で
の
活

動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ

る
等
の
理
由
か
ら
２
０
１
８
年
６
月

30
日
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
本
会

は
発
展
的
解
消
と
す
る
こ
と
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
方
に
は
大
阪
偕
行
社
附
属
小
学
校

か
ら
続
く
伝
統
の
上
に
「
追
手
門

フ
ァ
ミ
リ
ー
」
の
一
員
と
し
て
、
教

育
後
援
会
会
員
（
在
学
生
の
保
護

者
）、
校
友
会
会
員
（
在
学
生
・
卒

業
生
）、
そ
し
て
、
教
職
員
方
と
も

交
流
を
深
め
、
追
手
門
学
院
大
学
の

こ
の
度
、
追
手
門
学
院
大
学
卒
業

生
保
護
者
の
会
が
発
展
的
解
消
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
渡
辺
会
長
を

は
じ
め
、
役
員
な
ら
び
に
多
く
の
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

追
手
門
学
院
大
学
が
第
１
回
目
の

卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
ろ
か
ら
、
設

立
・
運
営
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
歴

代
の
会
長
、
役
員
の
方
々
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

卒
業
生
に
対
す
る
記
念
品
、
在
校

生
に
対
す
る
奨
学
金
な
ど
、
多
く
の

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

防
火
防
災
設
備
・
備
品
等
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
保
護
者
の
会
に
つ
い
て
、

特
に
思
い
出
深
い
の
は
、
入
学
式
当

日
に
お
け
る
桜
の
宴
で
す
。
満
開
の

桜
の
下
で
の
抹
茶
の
ご
提
供
。
松
頼

庵
や
将
軍
山
会
館
を
活
用
し
た
新
入

生
・
保
護
者
へ
の
歓
迎
の
催
し
も
の

で
し
た
。
学
生
生
活
に
不
安
と
期
待

を
伴
っ
た
新
入
生
や
保
護
者
に
対
す

る
温
か
い
お
も
て
な
し
。
ま
た
、
保

護
者
の
皆
様
同
士
の
観
劇
そ
し
て
親

睦
、
学
院
執
行
部
と
の
懇
親
な
ど
、

楽
し
い
ひ
と
時
は
、
大
事
な
思
い
出

と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
皆
様
と
は
、
新

た
な
形
で
お
目
に
か
か
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

皆
様
と
追
大
の
関
係
は
、
永
遠
に

続
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

発
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
学
院
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

配
信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
事
等
の

ご
案
内
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
引
き
続
き
、
学
院
へ
関
心
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
時
に
は
キ
ャ
ン
パ

ス
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　追手門学院では学院関係者の
皆様に、学院の情報をメールマ
ガジンでお届けしております。
パソコン・スマートフォンからの
ご登録はこちらから↓
登録URL

http://www.otemon.jp/otm-m/

総持寺キャンパス上空写真
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２
０
１
８
年
度

事  

業  

報  

告

追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護
者

の
会
の
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

卒
業
生
保
護
者
の
会
は
、
ご
承
知

の
と
お
り
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
生

の
保
護
者
及
び
教
職
員
を
も
っ
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
会
は
、

１
．
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

２
．
卒
業
生
の
福
祉
を
増
進
す
る
。

３
．  

大
学
に
お
け
る
教
育
事
業
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
。

等
々
の
目
的
の
も
と
、
次
の
と
お

り
２
０
１
８
年
度
の
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

１　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
事
業

１�

総
会
の
開
催

（
１
） 

総 

会
：
２
０
１
８
年
度
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

 
 

こ
の
総
会
に
お
い
て
、
卒

業
生
保
護
者
の
会
を
発

展
的
解
消
と
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

 

日
時
：
２
０
１
８
年

 

６
月
30
日
（
土
）

 

午
後
２
時
～

 

場
所
：
追
手
門
学
院
大
学

 

１
号
館
３
階

 

会
議
室
５

２�

見
学
懇
親
会
へ
の
参
加

　

 　

会
員
の
見
聞
を
広
め
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

２
０
１
８
年
10
月
16
日
（
火
）

吉
本
新
喜
劇
（
な
ん
ば
グ
ラ
ン

ド
花
月
）
観
劇
・
通
天
閣
観
光

と
旧
桜
ノ
宮
公
会
堂
で
の
昼
食

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

２　

 

会
員
の
教
養
を
高
め
る
た
め
の

事
業

　

１�

舞
台
観
劇
会
並
び
に
懇
親
会
の

開
催

　
 　

会
員
の
教
養
を
高
め
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

２
０
１
９
年
２
月
14
日
（
木
）、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
」
舞
台
観
劇
会
及
び
大

阪
梅
田
の
「
リ
ス
ト
ラ
ン
テ　

ル
・
ミ
デ
ィ
ひ
ら
ま
つ
」
に
お

い
て
昼
食
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

３　

学
生
へ
の
援
助

　

１
教
材
支
援
奨
励
金
に
対
す
る
援
助

　

 　

本
学
学
部
学
生
で
熱
意
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生

に
対
し
教
材
等
の
購
入
を
援
助

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
追

手
門
学
院
大
学
卒
業
生
保
護
者

の
会
教
材
支
援
奨
励
金
」
規
程

に
よ
り
、
追
手
門
学
院
大
学
教

育
後
援
会
給
付
奨
学
生
を
給
付

対
象
と
し
、
２
０
１
８
年
度
は

30
名
の
学
生
に
給
付
し
ま
し
た
。

　
２
災
害
被
害
者
援
助
金
に
対
す
る
援
助

　

 　

本
学
学
部
学
生
が
災
害
に
よ

り
被
害
を
被
っ
た
場
合
に
、
経

済
的
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
追
手
門
学
院
大
学
卒

業
生
保
護
者
の
会
災
害
被
害
者

援
助
金
」制
度
を
設
け
て
お
り
、

２
０
１
８
年
度
は
16
名
の
学
生

に
給
付
し
ま
し
た
。

　
３
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　

 　

２
０
１
８
年
度
卒
業
生
全
員

に
、
卒
業
記
念
品
と
し
て
筆
記

具
を
贈
呈
し
、
卒
業
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

４　

大
学
へ
の
助
成
事
業

　

１�

学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業

協
力
募
金
の
贈
呈

　

 　

学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
事

業
協
力
募
金
と
し
て
、
２
千
万
円

を
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
防
火
防
災
設

備
・
備
品
等
設
置
費
用
と
し
て
寄

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
処
理

援
助
費
と
し
て
１
２
０
万
円
並
び

に
、本
会
の
発
展
的
解
消
に
伴
い
、

繰
越
金
４
，
１
７
５
，
８
８
１
円

を
学
院
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

５　

会
の
広
報
を
図
る
事
業

　

１�

「
会
報
」
の
発
行

　

 　

大
学
と
会
員
の
つ
な
が
り
を

密
に
し
、
情
報
の
相
互
交
換
の

た
め
の
機
関
誌
で
あ
る
「
卒
業

生
保
護
者
の
会
会
報
」
第
16
号

を
２
０
１
８
年
７
月
30
日（
月
）

に
発
行
し
ま
し
た
。

　

２�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
の
会

員
へ
の
広
報

　

 　

卒
業
生
保
護
者
の
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
開
催
行
事
に
つ
い

て
の
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

６　

教
育
振
興
会
と
の
連
携
事
業

　

１�

学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念
式

典
へ
の
参
加

　

 　

２
０
１
８
年
11
月
７
日（
水
）

大
阪
城
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
学
院
創
立
１
３
０
周
年
記
念

式
典
に
参
加
し
、
こ
ど
も
園
か

ら
大
学
ま
で
の
生
徒
・
学
生
と

共
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

７　

 

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
今
後
に

つ
い
て

　

 　

本
会
は
歴
史
あ
る
会
の
た
め
、

会
員
す
べ
て
の
皆
さ
ま
と
ご
連
絡

を
取
る
事
が
困
難
な
状
況
、
入
会

辞
退
者
が
増
え
て
会
費
徴
収
が
困

難
と
な
る
一
方
で
、
郵
送
費
は

年
々
増
額
す
る
等
の
理
由
か
ら
、

本
会
単
独
で
の
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い

る
現
状
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
２
０
１
８

年
度
を
も
っ
て
卒
業
生
保
護
者
の

会
は
発
展
的
解
消
し
、
２
０
１
９

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
関
連
規
程

を
廃
止
す
る
こ
と
が
２
０
１
８
年

６
月
30
日
（
土
）
の
総
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

 　

こ
の
「
卒
業
生
保
護
者
の
会
会

報
」
第
17
号
で
会
報
の
発
行
を
最

終
と
し
、
今
後
は
学
院
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
や
卒
業
生
保
護
者
の
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
情
報
を
配
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　追手門学院では学院関係者の皆様に、学院の情報をメールマガジ
ンでお届けしております。学院及び学院外郭団体 (教育後援会、大
学校友会、校友会山桜会等 )の最新情報、イベント情報、活動情報
などの有益な情報を配信してまいります。是非この機会に学院メー
ルマガジンのご登録をお願い申しあげます。

パソコン・スマートフォンからのご登録は
こちらから↓
追手門学院メールマガジン
登録URL
http://www.otemon.jp/otm-m/

2018 年11月７日（水）130周年記念式典
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2018年度決算書  2018年４月１日～2019年３月31日まで（単位：円）
科　目 2018 年度予算 2018 年度決算 差　異 備　考

（ 収 入 の 部 ）
会 員 研 修 参 加 費 1,390,000 1,360,000 30,000 10/16 教育後援会共催見学懇親会会費、2/14 舞台観劇会会費
受 取 利 息 5,000 61 4,939 預金利息
積立金からの繰入収入 12,000,000 12,000,000 0
当 年 度 収 入 合 計 13,395,000 13,360,061 34,939
前 年 度 繰 越 金 20,667,207 20,667,207 0
収 入 の 部 合 計 34,062,207 34,027,268 34,939

（ 支 出 の 部 ）

会 員 研 修 費 2,500,000 2,410,893 89,107 7/7 教育振興会の集い会費 4 名、10/16 見学懇親会旅行費等、
2/14 舞台観劇会 ｢ リトルマーメイド ｣ 席券等

会 議 費 50,000 36,003 13,997 会議用お茶等
行 事 費 150,000 161,597 △ 11,597 桜の縁開催費用
印 刷 費 800,000 293,349 506,651 案内ハガキ印刷代、封筒作成費等
広 報 費 300,000 223,948 76,052 会報作成費、ホームページ更新費用
通 信 費 4,500,000 2,849,735 1,650,247 郵送料（総会 ･ 会報）、電報代等
事 務 費 1,100,000 520,060 579,940 総会 ･ 会報封入・発送手配料 ､ ラベル代、事務用品代等
慶 弔 費 60,000 5,400 54,600 供花代
雑 費 5,000 432 4,568 残高証明発行手数料

学 生 奨 学 助 成 費 1,000,000 1,400,000 △ 400,000 教材支援奨励金受給者への図書カード @20,000×30 名、
災害被害者援助金 @50,000 円× 16 名

記 念 品 費 900,000 749,952 150,048 名入ボールペン 1,400 本
就 職 事 業 援 助 費 400,000 0 400,000

寄 付 金 21,200,000 25,375,881 △ 4,175,881
130 周年記念事業への寄付

（1 回目：20,000,000 円　2 回目：4,175,881 円）、
事務処理援助費　1,200,000 円

予 備 費 1,097,207 0 1,097,207
当 年 度 支 出 合 計 34,062,207 34,027,268 34,939
次 年 度 繰 越 金 0 0 0
支 出 の 部 合 計 34,062,207 34,027,268 34,939

上記のとおり報告いたします。� 2019 年３月 31 日

追手門学院大学卒業生保護者の会 会　長：渡辺　睦翁
会　計：東畑　千尋
会　計：福井　尚子

2018 年度卒業生保護者の会の会計について監査の結果、すべて適正、
かつ正確であることを認めます。� 2019 年３月 31日

追手門学院大学卒業生保護者の会 会計監査：安田　友紀子
会計監査：岩村　公江

　2019 年４月より追手門学院茨木総持寺
キャンパスが開設されました。
５月 19 日（日）には学院関係者と地域住
民を招待し内覧会が、続く５月 26（日）に
は関係機関を招待して竣工式・竣工祝賀会
が開催されました。
　卒業生保護者の会は、学院 130 周年事業
のひとつである茨木総持寺キャンパスの開
設に際して、２千万円の寄付を行い、防火
防災設備・備品等設置に協力をしました。
　お近くにお越しの際は、是非、総持寺キャ
ンパスへお立ち寄りくださいませ。

新キャンパス銘板

防火防災設備・備品

茨木総持寺キャンパス開設
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2018年度

会
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東 

畑  

千 

尋

会
計　

福 

井  

尚 

子

２
月
14
日
（
木
）、
２
０
１
８
年

度
は
、
梅
田
の
四
季
劇
場
に
て

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
リ
ト
ル
マ
ー
メ
イ

ド
』
の
観
劇
と
、
リ
ス
ト
ラ
ン
テ　

ル
・
ミ
デ
ィ
ひ
ら
ま
つ
で
の
昼
食
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
懇
親
会
で
は
、
会
場
全
体
を

見
下
ろ
せ
る
ら
せ
ん
階
段
か
ら
、
参

加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

６
ｍ
も
あ
る
高
い
天
井
、
ラ
ン
プ

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
豪
華
な
シ
ャ
ン

デ
リ
ア
が
中
央
に
煌
く
メ
イ
ン
ダ
イ

ニ
ン
グ
で
、
楽
し
く
談
笑
し
な
が
ら
美

味
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
保
護
者
の
会
が
２
０
１
８

年
度
を
も
っ
て
解
散
を
す
る
こ
と
か

ら
、
今
回
が
最
後
の
懇
親
会
と
な
る

た
め
、
歴
代
会
長
の
皆
さ
ま
も
お
見

え
に
な
り
、
卒
業
生
保
護
者
の
会
へ

の
長
年
の
ご
尽
力
と
追
手
門
学
院
へ

の
ご
貢
献
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
の

思
い
が
湧
き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は
、「
参
加
す
る
の
が
心
配
だ
っ
た

が
、
皆
さ
ん
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ

り
楽
し
か
っ
た
。
今
回
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
の
は
さ
み
し
い
」
と
の
お
声

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
の
最
後
に
は
、
退
任
役
員
へ
川

原
学
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、

渡
辺
会
長
と
固
い
握
手
が
交
わ
さ
れ
、

大
変
和
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
る
な

か
懇
親
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

施
設
内
を
移
動
し
、『
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
』
の
観
劇
へ
。
舞
台
は
カ
ラ

フ
ル
な
背
景
や
衣
装
が
美
し
く
、
主

人
公
の
ア
リ
エ
ル
が
泳
ぐ
姿
は
と
て

も
優
雅
で
し
た
。
魚
た
ち
が
群
れ
を

な
し
て
泳
ぐ
様
子
は
幻
想
的
で
、
自

分
も
海
の
な
か
に
い
る
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
舞
台
演
出
で
し
た
。
強
い
意

志
を
持
っ
た
ア
リ
エ
ル
が
困
難
に
立

ち
向
か
い
、
躓
き
な
が
ら
も
望
み
を

実
現
し
て
い
く
過
程
は
、
現
代
を
生

き
る
女
性
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

卒
業
生
保
護
者
の
会
の
行
事
を
通

し
て
、
追
手
門
学
院
へ
の
理
解
を
深

め
、
会
員
相
互
の
絆
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

子
供
が
卒
業
し
た
後
も
な
お
、
保
護

者
の
私
た
ち
は
大
学
と
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
方
と

出
会
い
貴
重
な
経
験
と
時
間
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

舞
台
観
劇
会
実
施
に
あ
た
り
、
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本年も会員の皆さまの見聞をより一層広め、会員相互の親睦を図ることを目的として「見学懇親会」
を実施することとなりました。
今年度も皆さまとともに秋の一日を楽しく過ごせるように企画いたしました。是非お誘い合わせの上、
ご参加くださいますようご案内申し上げます。

2019 年度  見学懇親会の開催について（ご案内）

2019年 10月 10日（木）（雨天決行）11時00分～18時 30分（予定）
時間は多少変更されることがあります。

会員並びにそのご家族
会員13,000円　同伴家族15,000円　※ご同伴は１名様まででお願いいたします。
（いずれもお１人当たりの費用です。学院から参加費を一部補助しています。）
2019年８月20日（火）（先着順、最大定員100名）
※定員数に達した場合には、ご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。

PC・スマートフォン・携帯電話にて、QRコードから申し込みページにアクセスし、
必要事項をご入力ください。
「追手門学院大学卒業生保護者の会ホームページ」からもアクセスして頂けます。
※�上記の方法で申し込みができない場合は下記番号へお電話ください。
　予約の関係上、人数には限りがありますので、お早めにお申し込みください。

お申込いただいた方には、申込に必要な書類と詳細なご案内を郵送させていただきます。
９月10日を過ぎても上記書類がお手元に届かない場合は下記連絡先までご連絡ください。

〒567－ 8502
茨木市西安威2－1－15追手門学院大学総務課
TEL：072－ 641－ 9608（8/10～ 8/18は夏期一斉休業のためお電話は繋がりません。）

１．日 時：

２．コース予定：

３．参 加 資 格：
４．参 加 費：

５．申込締切日：

６．申 込 方 法：

主催：追手門学院大学教育後援会　共催：追手門学院教育振興会

宝塚歌劇の観劇と宝塚ホテルでの昼食懇親会

11：00～ 14：00
昼食・懇親会
宝塚ホテル

コース料理（飲み放題付）
をお楽しみ頂きます。

14：30～ 18：30
宝塚歌劇

宝塚大劇場にて
月組公演を観劇
開演：15：00～

鑑賞
現地にて
解散

11：00～ 14：00
昼食・講話
宝塚ホテル
コース料理を

お楽しみ頂きます。

14：30～ 18：30
宝塚歌劇

宝塚大劇場にて
月組公演を観劇

（開演：15：00～）
公演名：「I AM FROM AUSTRIA
　　　　 ～故郷は甘き調べ～」

観劇後
現地にて
解散

お申し込みフォーム
QRコード

追手門学院卒業生出演（月組・あまの輝耶さん）を応援しましょう！


